
研究に関する説明文書 

［医療系学生に対する新規授業導入効果の検討］ 

署名された本書のコピーは、研究対象者に提供されます。   1 

研究に関する説明文書 
研究［医療系学生に対する新規授業導入効果の検討］への参加について 

2025年 1月 27日 

研究責任者 

札幌医科大学医療人育成センター教育開発研究部門 

 杉村政樹 
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札幌医科大学医療人育成センター教育開発研究部門では、医療系学生を対象に、新規に導入した授業の教

育効果を検討しています。以下の内容をご確認の上、本研究へのご参加をご検討ください。 

 

1. 研究の背景・目的 

本研究は、臨床能力、人間性、地域医療貢献など多岐にわたる医療系学生の教育課題を解決するため、ICT

活用、多職種連携教育、生成 AI 活用など先進的な学習方法を導入し、その教育効果を検証することを目

的としています。また、学生の満足度や学習方法の改善点を明らかにすることで、学習成果の向上を目指

します。 

 

2. 研究の方法 

本研究は、該当する授業を履修する学生に対して、授業前後のアンケート、自己評価、授業評価アンケー

ト、自由記載（振り返りレポート等）の記録を分析する観察研究です。必要に応じてインタビューも実施

します。 

 

3. 研究対象者に生じる負担及びリスク 

通常の授業で発生する成果を事後に解析するため、本研究への参加による追加負担はありません。匿名加

工情報とした上で、解析されるため、個人が特定されることはありません。 

 

4. 同意の撤回の自由について 

研究への同意はいつでも撤回可能です。同意撤回後も不利益は生じません。同意を撤回する場合は、文書

での提出が必要です。ただし、個人情報が復元できない加工がなされたデータは研究対象から除外するこ

とができません。なお、卒業生については、研究に関する説明文書を参照の上、研究の対象になることを

拒否される場合は、相談窓口に電話またはメールにてご連絡ください。 

 

5. 個人情報の取り扱い 

「札幌医科大学における研究活動に関する不正防止プログラムに係る研究活動実施要領」を遵守します。

データは匿名加工情報とされ、個人を特定できない形式で保管・解析されます。研究成果の公表時にも個

人が特定されることはありません。 

 

6. 経済的負担及び謝礼 

本研究に参加することで、経済的負担や謝礼は発生しません。 

 

7. 研究結果の公表 

研究成果は学会や雑誌で公表されますが、個人情報が公開されることはありません。 

 

8. 相談窓口 

本研究に関する質問や相談がある場合は、以下の担当者まで時間内は電話またはメール、時間外はメール

にてご連絡ください。 

〒060-8556 札幌市中央区南 1条西 17 丁目 

札幌医科大学医療人育成センター教育開発研究部門 

三原 弘 011-611-2111（23650）メール h.miharaアット sapmed.ac.jp 


